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2 - 4 謝畳

西川町下山地点の沸主点酉己置図は図
- 3 の通り

で あ る ｡

各部畳点間の 距離 ( 縦断
･ 横断) 漸畳及び水準 (

高低差) 珊皇を行な っ た ｡ 漸丑日は 1 9 8 5 年 1

1 月 2 1 日､ I 1 月 2 8 日､ 1 2 月 2 0 日｡ 1 9

8 6 年 3 月 1 7 日. ､ 7‾月 2 2 日｡ 1 9 8 7 年4 月

9 日､ 1 1 月 7 日｡ 1 9 8 8 年 4 月 2 0 日､ 1 2

月 3 日｡ 1 9 8 9 年 1 2 月 1 9 日｡ 1 9 9 0 年1

0 月 3 1 日｡ 1 9 9 1 年 1 0 月 3 0 日｡ 1 9 9 3

年 1 0 月 2 1 日｡ 1 9 9 5 年 1 0 月 1 7 日の計 1

4 回で ある ｡

3 . 結果と考案

3 -

1 土質試験

物理訳鼓舞果は表 - 1 の通 り｡ また ､ 力学試験

席果に つ い て は
-

軸圧糖沸さ 0 ､ 6 9 E gf / cd ｡

圧密降伏応力 1 ､ 0 叩g f / c d で あ っ た ｡

また ､ こ こ で固化材の 効果に つ い て も検討を行

なう ｡

N 0 .

N 0 .

N O .

N O .

N 0 .

施 工 区 間

8

7

6

5

4

左

- + ト ー

左

弥 彦 線

中

中

1 1 6 号

右

右

◎

凧 水 準 点

○

基 準 点

国 -

3 西 川 町 下 山 地 点 洲 点 配 地 図

試料は ､ 巻町赤さび地点よ り採取した 土を使用する ｡ 固化材は土 中壁体と 同様に 7 % 添

加 し ､ 供託体を作袈後キャ ッ プをし ､ さ らに密閉を して 2 0 ℃ の 恒温琴に入れ所定の 日数
を養生 させ た 後､

一

軸圧蘇強さを求め た ( 表 -

2 ) ｡

表 - 1 西 川 町 下 山 地 点 物 理 試 験 結 果

土 粒 子 の 密 度 滋 性 限 界 塑 性 限 界 砂 分 シ ル ト 分 粘 土 分
g / cd % % % % %

2 ､ 6 g 7 5 6 ､ 7 2 6 , 0 8 ､ 6 4 3 ､ 4 4 8 ､ 0

義 - 2 巻 町 赤 さ び 地 点 一

軸 圧 縮 試 験 結 果

養 生 日･敦 0 7 3 0 9 0

一

軸 圧 輔 車 さ

E 苦f / cd 0 ､ 4 7 1 1 ､ 5 8 1 9 , 5 1 3 0 ､ 6 3

試験結果か ら ､ 西川町下 山池島の 土 ( 巻町赤さ び地点の土 も ほぼ同じ) は , 粘性土 で 圧

蘇性 はや や高く , せん断抵抗･ ･ 変形抵抗 ･ 支持力はやや低 い ｡

固化材の 効果 に つ
.

い て 臥 養生日数を増す毎に強度が増して い る ｡

-
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3 - 2 謝丑

1 9 8 8 年1 2 月 3 日､ 9 0 年1 0 月 3 1 日､ 9 3 年 1 0 朋 1 日, 9 5 年 1 0 月 1 7
日の 結果を1 9 8 7 年4 舟9 日を基準に整理すると ､ 水準激暑は囲 - 4 ､ 距離謝畳 の 推断
は図 - 5 ､ 取離測量 の横断は囲 + 6 となる ｡

N o . 4 N o . 5 N o . 6 N o . 7 N o . 8

0

も

l □ 川

＋

右

lo 醐

l o 榊

＋

中
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左

l o 榊

N o . 4 N o . 5 N o . 6 N o . 7 N o . 8

基 準 日 1 9 8 7 年 4 月 9 日

● 1 9 8 8 年1 2 月 3 日

o 1 9 9 0 年 1 0 月 3 1 日

△ 1 9 9 3 年1 0 月ヱ1 日

□ 1 9 9 5 年 1 0 月 1 7 日

図
-

4 水準測量

l o 醐
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右
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I o 川
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l o 榊
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1 9 87 年 4 月 9 日

1 9 8 8 年 1 三月 3 日

1 9 9 0 年 1 ･0 月 3 1 日

1 9 9 3 年 1 0 月2 1 日

1 9 9 5 年 1 0 月 1 7 日

図 -

5 距離測量 縦断



N o . 4 N o . 5 N o . 6 N o . 7 N o . 8

1 0 m m

＋

省

一
ー ■

左

1 0 n m

象1

基 準 日

0

0

△

□

1 9 8 7 年 4 月 9 日

1 9 8 8 年 1三月 3 日

1 9 9 0 年1 0 月 3 1 日

1 9 9 3 年1 0 月 2 1 日

19 9 5 年 1 0 月 1 7 日

図 - 6 距離測量 横断

水準卸量結果 の 図を見る と大きなバ ラ ツ キはなく , 道路の大きな変形は発生して い ない

と思 われ る ｡ しか し､ 距離測量の鮮
･ 横断図より右脚N O .

7
､

, 左側 N O .
6 が､ 外僻に

変形 して い る の がわかる ｡

4 . まと め

新 しい 工 法 で ある土 中壁体を設けた地盤改良道路にお ける有効性の検証 は ､_ 測丑結果か

らは っ きりと 有効性がある とは断定はで きなか っ た ｡

今後 ､ こ の ような漸定が行なわれる･場合には､ 十分な事前の検討と共 に ､ 漸定に関して

も十分な時間が必要で ある ｡ ま た､ それ と共に卸定精度を上げる こと は言う ま でもな い事

で あ る ｡

な お､ 新 し い エ法で ある 土 中壁体を設けた地盤改良道路 は､ 軟弱地盤上 に新 たに道路を

施工 す る場合 には土中壁体 の有効性が発挿される も のと思われ る ｡
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